
別紙２事業所名 小規模多機能居宅介護「笑楽日」・ グループホーム「風楽里」 

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

開催日時 平成 30 年６月２０日（水）１０時３０分～１１時２０分 

参 加 者 議   題 

利用者       ２名 

利用者家族     ２名 

市職員       １名 

地域包括支援センター職員 １名 

地域住民の代表者  １名 

事業所       ２名 

１． 活動状況報告  

２． 笑楽日自己評価報告 

３． 日常生活の風景(スライドショー鑑賞) 

４． その他 

会    議    録 

・入居者、利用者：特にありません。 

・入居者家族：・施設から食事が外部からの提供になる旨手紙を貰ったがそれによって

料金の変更はあるのか？→変更はない。 

       ・数十年に亘り社会との関わりが出来なかったが 1 年前から当施設を

利用開始し細やかな配慮を受け楽しく参加されており安堵している。 

        →7 月には宿泊を初体験される。本人自ら「泊まる」の意思表示あり。 

・民生委員：地域社協主催の独居高齢者(６５歳以上)昼御飯に招待。１９名参加 

      包括より２名出席あり。 

      ７月７日 モーニング喫茶 ９：１５～１２：００ 無料 

・市職員:身体拘束適正委員会設置、指針を定める事の義務付け 

    委員会の開催 ３ヵ月に１度。委員の構成メンバーは運営推進会議の

メンバーで運営推進会議と同時開催で可。 

・地域包括支援センター：困難事例の対応、助言  

運営推進会議と防災訓練の同時開催について過去の

事例に基づいて助言いただく。 

・事業所：身体拘束についての研修会開催の報告 ５月１５日 MT 時実施 

     熱傷事故報告と対応について説明。対応と手当の研修 ６月１５日 

MT 時実施 

     防災訓練実施について→７，８月上旬までに実施。 

     笑楽日自己評価についての報告とアンケートの依頼。 

     パート介護職員対象のスキルアップ研修実施の報告(５∼７月) 

     風楽里入居者の健康状態について家族に定期的に報告していく。 

 

 

 

 

 


